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●動くカイメン？ 

―モクズショイ― 

この夏も夜な夜なサンゴの産卵
さんらん

調査
ちょうさ

に

行っています。サンゴが卵を産めば、忙

しいながらも楽しく泳ぎ回っているので

すが、もちろん全く卵を産まない夜だっ

てあるのです。調査としては、「産まな

かった」ということも大事なのですが、

やはり、海の中で少しさびしい気分にな

ります。そういう時に、目を楽しませて

くれるのが、エビ・カニ・ヤドカリの仲

間です。昼間は、かげにひそんでいたこ

の仲間も、夜になると表を動き回るよう

になります。どこにかくれていたのか、

大きなイセエビやゴシキエビが触角
しょっかく

をゆ

らしていたり、イソギンチャクをせおっ

たサメハダヤドカリやカブトヤドカリが、

ひょこひょこ歩き回っています。見ると、

岩の上をゴミの 塊
かたまり

が動いていました。

波で動いているにしては不自然です。じ

っと見ると体中にゴミ
．．
をつけたカニの仲

間でした。そこで、今回はこのカニを紹

介しましょう。 

このカニの名前は、モクズショイとい

います。漢字で書くと「藻屑
もく ず

背負
し ょ

い」で

すから、その姿どおりゴミを身にまとっ

たカニということです。ゴミ
．．
と書きまし

たが、石粒や軽石などその辺にあるいろ

んなものを身につけるらしく、実験では

毛糸だらけのモクズショイにすることも

できます。けれど、阿嘉島のモクズショ

イは、カイメンを背負っているものが多

く、本当のゴミのようなモクズショイは

見あたりませんでしたから、モクズショ

イにとっても、阿嘉島の海は、生き物の

多い海なのでしょう。 

どうやって、モクズショイはこの姿に

なるのでしょうか。モクズショイの甲ら

には、かぎ状の毛がたくさん生えていて、

はさみ脚
あし

でつまみ取ったカイメンや海藻
かいそう

などをこのかぎに引っかけてとれないよ

うにするのだと言います。どうして、そ

うするのでしょう？それは、やはりカム

フラージュのためでしょう。モクズショ

イは、クモガニ類の仲間ですが、そのカ

ムフラージュしたカニを、天敵
てんてき

であるタ

コといっしょに水槽に入れていても、食

べられなかったという実験を行った研究

者がいます。そして、別の研究者は、も

ともとは、あまったエサを毛につけてと

っておき、あとで食べていたのだけれど、

 



つけたままにした方が、天敵
てんてき

に食べられ

ず生き残りやすかったために、「身につ

ける」という習性
しゅうせい

が出来上がったのだろ

うと考えています。 

慶良間
け ら ま

の海には、そのほかにももの
．．
を

背負って身をかくしているカニがいます。

カイカムリやヘイケガニ（採集していな

いのではっきりとした種類はわかりませ

んでした）の仲間です。これらの仲間は、

モクズショイと違って、もの
．．
を背負うの

に脚
あし

をつかいます。カニは、はさみ脚
あし

を

いれると 10対
つい

の脚
あし

をもっていますが、こ

れらのカニは、最後の 2対
つい

の脚
あし

の先が、は

さみのようになっていて、これでカイメ

ンや貝殻
かいがら

などをはさんで背負っています。

ちなみに、「カイカムリ（貝かむり）」

といいますが、実際にはカイメンを背負

っていることが多いようです。 

カニの仲間には、ほかにもカムフラー

ジュの得意なものやほかの生き物の力を

借りて身を守るものなど、まだいろいろ

いますが、それは、またいずれお話しし

ましょう。海へ行ったら、妙な動きのカ

イメンや海藻
かいそう

などには、気をつけて、見

てみてください。知恵をしぼって身をか

くしているカニの仲間かもしれませんか

ら・・・。 

 

 

●阿嘉島の海より 

－今後も続くサンゴの産卵
さんらん

－ 

 前回の「アムスルだより 55 号」でサ

ンゴの一斉産卵は 5 月 27 日あたりにな

るのではないかと予想しましたが、こ

の日は渡嘉敷島のトカシクビーチで産

卵があったようです。阿嘉島周辺では

その翌日の 28 日にヒズシや旧港内のサ

ンゴが一斉に産卵し、さらに翌 29 日に

はニシハマやクシバル、それから座間

味島のニタなどでも産卵が確認されま

した。産卵の情報を頂いたダイビング

ショップのみなさん、ありがとうござ

いました。産卵の晩には阿嘉小、慶留

間小の子供達にも研究所に集まっても

らい水槽内で産卵するサンゴを見ても

らいました。 

 5 月には、慶良間では代表的で最も数

の多いミドリイシの仲間の多くが産卵

するため、産卵の規模も大きくなり、

それを目当てにダイバーもたくさん集

まりました。でもサンゴの産卵は 5 月

にしか見られないわけではありません。

5 月の産卵ほど規模は大きくはありませ

んが、6 月の満月前後にもミドリイシ、

その後にはキクメイシの仲間が産卵し

ました。種類によって産卵時期は違う

のです。そして今月(7 月)の満月頃にも

産卵はあります。興味のある人は見に

行ってみてはどうですか？ 
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